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合
日

會 岳 山 本 日 75 月 四 年 二 十 和 昭

「事
務
所
よ
り
の
懐
古
」

補
遺

木

幕

理

太

郎

前
誂
小
島
鳥
水
君
の

「
日
本
山
岳
會
事

務
所
よ
り
の
懐
古
」
を
面
白
く
讀
ん
だ
の

で
、
僣
越
な
が
ら
私
も
補
遺
の
や
う
な
も

の
を
書
い
て
見
た
く
な
つ
た
。
し
か
し
同

粛
が
書
か
れ
た
や
う
に
滋
味
の
あ
る
も
の

で
は
な
い
か
ら
、
畢
克
蛇
足
で
あ
り
狗
尾

で
あ
る
こ
と
を
豫
め
お
断
り
し
て
置
き
た

そ
こ
で
先
づ
虎
の
間
の
名
の
起
り
で
あ

る
が
、
こ
れ
に
は
確
と
し
た
説
が
な
い
。

大
田
道
灌
が
此
門
か
ら
出
軍
す
る
と
千
里

ゆ
く
と
も
無
事
に
千
里
を
踊
る
と
説
し
て

虎
の
門
と
名
付
け
た
と
か
、
大
手
御
門
を

城
の
正
面
と
す
れ
ば
右
の
方
に
あ
つ
て
白

虎
の
義
に
叶
つ
て
ゐ
る
篤
だ
と
か
、
ど
れ

も
信
じ
難
い
説
の
み
で
あ
る
。
後
に
は
昔

朝
鮮
か
ら
虎
を
献
上
し
た
と
こ
ろ
が
其
盤

が
大
き
く
て
入
ら
な
い
、
そ
れ
で
門
を
廓

大
し
て
新
に
命
名
し
た
の
で
あ
る
と
子
供

だ
ま
し
の
や
う
な
説
さ
へ
生
じ
た
、
今
と

な
つ
て
は
筒
更
わ
か
り
兼
ね
る
が
、
こ
と

に
よ
る
と
外
の
門
に
は
赤
坂
と
か
喰
違
と

か
、
そ
れ
た
ヽ
通
常
な
地
名
や
俗
稀
が
あ

つ
た
が
、
此
門
に
は
無
か
つ
た
の
で
、
正

月
は
寅
の
月
と
い
ふ
し
、
起
工
の
日
が
ま

た
寅
の
日
で
あ
つ
た
開
係
か
ら
、
虎
の
門

と
呼
ぶ
や
う
に
な
つ
た
の
で
は
な
い
か
と

こ
れ
は
私
の
想
像
で
あ
る
。

此
所
に
見
附
が
出
来
た
の
は
、
寛
永
十

三
年
に
江
戸
城
外
郭
修
築
の
大
工
事
を
起

し
た
時
で
、
西
囲
四
國
の
諸
大
名
は
桝
形

と
石
垣
、
開
東
奥
物
の
諸
大
名
は
堀
と
土

手
の
普
請
を
割
常
て
ら
れ
、
肩
垣
方
が
六

組
に
堀
方
が
七
組
で
、
金
澤
の
前
田
家
や

仙
藁
の
伊
達
家
は
、
流
石
に
大
殿
様
だ
け

あ
つ
て
、
一
組
分
を
一
手
で
普
請
し
た
が
、

其
他
の
各
組
で
は
、
制
常
て
ら
れ
た
場
所

を
人
数
に
應
じ
て
、
更
に
銭
引
で
各
自
受

持
の
丁
場
を
定
め
、
工
事
の
難
易
に
就
て

故
障
の
言
ひ
つ
こ
な
し
と
い
ふ
こ
と
に
中

合
せ
た
。

虎
の
間
の
桝
形
を
受
持
つ
た
の
は
、
佐

賀
城
主
鍋
島
信
濃
守
勝
茂
で
、
門
か
ら
東

の
方
六
十
問
許
り
の
間
の
石
垣
は
、
柳
川

城
主
立
花
飛
騨
守
宗
茂
が
受
持
つ
た
や
う

で
あ
る
。
又
西
南
の
方
溜
池
に
至
る
間
の

石
垣
は
、
鳥
取
城
主
池
田
勝
五
郎

（
時
に

七
歳
、
後
の
相
模
守
光
仲
）
が
特
に
志
願

し
て
築
き
上
げ
た
。
こ
れ
は
従
兄
の
新
大

郎
少
着
と
囲
替
に
な
つ
た
と
は
い
へ
、
幼

少
な
が
ら
減
地
も
さ
れ
す
元
高
を
給
は
つ

た
お
祀
奉
公
の
意
味
か
ら
で
あ
つ
た
。
石

垣
の
上
は
内
藤
家
の
屋
敷
で
、
維
新
後
工

部
大
學
が
置
か
れ
、
大
正
の
震
災
前
ま
で

は
帝
室
林
野
管
理
局
の
建
物
が
あ
つ
た
。

石
垣
の
ほ
ん
の
一
部
は
、
今
で
も
文
部
省

の
市
の
板
日
の
中
に
残
つ
て
ゐ
る
が
、
通

か
ら
す
取
除
け
ら
れ
さ
う
で
あ
る
。

工
事
は
正
月
の
八
日
に
揃
つ
て
着
手
し

石
垣
の
方
は
大
畿
四
月
中
に
、
堀
の
方
は

ニ
ケ
月
許
り
遅

れ

て
七
月
中
に
竣
功
し

た
。
幸
橋
か
ら
ぐ
る
り
と
西
を
廻
つ
て
、

浅
草
橋
に
至
る
間
の
見
附
は
皆
此
時
に
出

来
上
つ
た
。

虎
の
門
の
桝
形
は
南
か
ら
入
る
と
、
突

常
つ
て
西
へ
抜
け

る

や
う

に
な
つ
て
ゐ

た
。
其
儘
員
直
ぐ
に
行
け
ば
三
年
坂
に
出

る
、
坂
の
上
は
道
が
ぐ
る
ノ
ヽ
曲
つ
て
ゐ

る
の
で
螺
尻
の
名
が
あ
っ
た
。
此
坂
で
韓

ぶ
と
三
年
の
中
に
死
ぬ
か
ら
俗
和
三
年
坂

と
い
ふ
と
は
、
後
か
ら
の
故
事
っ
け
ら
し

く
、
賃
は
寛
永
十
三
年
に
出
来
た
か
ら
で

あ
ら
う
。
三
年
坂
の
邊
は
ま
た
俗
に
鷲
谷

と
も
呼
ば
れ
、
鶯
の
名
所
で
あ
つ
た
。
霞

ケ
開
、
櫻
田
、
鶯
と
文
字
を
見
た
丈
で
も

長
閑
な
光
景
が
浮
ん
で
来
る
。

桝
形
の
上
に
渡
り
櫓
が
建
て
ら
れ
た
の

は
、
寛
永
日
記
に
も
記
事
が
見
宙
ら
な
い

の
で
、
剣
然
し
な
い
け
れ
ど
も
、
外
郭
の

他
の
間
は
寛
永
十
五
年
か
ら
十
六
年
中
に

建
て
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
虎
の
問
も
其
頃

と
見
て
間
違
ひ
は
あ
る
ま
い
。
そ
れ
が
明

暦
三
年
、
寛
文
八
年
、
享
保
十
六
年
、
明

和
九
年
と
、
四
度
の
大
火
に
焼
け
て
、
其

都
度
復
奮
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
享
保
十

七
年
の
再
建
か
ら
渡
り
櫓
を
慶
し
て
冠
木

門
に
改

め
た

と
瀬
田
問
答
に
書
い
て
あ

る
。
し
か
し
明
和
以
後
と
の
説

も
あ

つ

て
、
年
代
は
確
で
な
い
に
し
て
も
、
冠
木

門
だ
け
で
渡
り
櫓
の
無
か
つ
た
こ
と
は
、

明
治
四
年
の
窮
員
が
之
を
證
．明

し

て
ゐ

る
。こ

の
篤
員
に
就
て
、
小
島
粛
の
言
及
さ

れ
た
蟷
川
某
氏
の
建
白
と
い
ふ
の
は
、
其

時
撮
影
し
た
窮
員
に
同
氏
が
説
明
を
加
ヘ

た
、
内
閣
文
庫
所
蔵
の
期
古
同
説
に
載
つ

て
ゐ
る
、
次
手
だ
か
ら
左
に
全
文
を
掲
げ

て
置
く
。

明
治
四
年
二
月
二
十
三
日
、
左
之
書
を

・
大
政
官
ヘ
ヘ差
出
し
候
典
、
同
十
七
日
許

可
に
相
成
候
に
付
、
篤
員
を
取
る
こ
と

左
の
如
し
。

天
下
の
勢
、
昔
時
と
相
反
し
、
城
櫓

難
海
は
、
守
攻
の
利
易
に
開
せ
き
る

者
の
如
く
相
成
、
迫
々
破
壌
、
御
修

繕
も
無
釜
に
風
し
候
様
有
ン
之
、因
て

破
壊
に
不
二相
至
・内
、
宕
員
に
て
其

形
況
を
留
置
度
奉
ン
願
候
。
是
は
後
世

に
至

り
、
亦
博
覧
の
一
種
に
も
相

成
、
制
度
の
滑
革
、
時
勢
の
流
移
も
、

随
て
可
ノ
被
二相
認

儀̈

に
付
、
御
許

容
被
レ
下
圧
、
此
段
奉
／伺
候
。
以
上

辛
未
二
月
　
　
少
史
蟷
川
式
胤

排
官
　
御
中
　
　
　
　
　
　
　
一

伺
之
通
　
排
官
印（

原
文
は
片
偶
名
）
　

一

こ
の
先
見
の
お
蔭
で
、
今
は
跡
方
も
な
く

一

，な
つ
た
城
門
の
多
数
が
倣
然
た
る
音
の
面
二

影
を
博
へ
て
ゐ
る
群
で
あ
る
。
牛
蔵
門
な

ど
は
丁
度
此
時

（
二
月
七
日
）
渡
り
棒
の

取
壊
し
に
懸
る
所
が
撮
さ
れ
て
ゐ
る
、
前

か
ら
日
取
り
が
公
示
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
、

特
に
其
日
を
選
ん
だ
も
の
ら
し
い
。

窮
員
は
一
々
解
説
を
施
し
、
第

一
日
の

本
丸
天
守
蔓
附
近
に
始
ま
り
、
第
七
十
三

同
の
浅
草
見
附
に
経
つ
て
ゐ
る
。
馬
場
先

と
赤
坂
の
雨
門
は
、
誤
つ
て
篤
員
の
種
板

を
粉
詳
し
た
篤
に
載
せ
ら
れ
な
か
つ
た
と

断
つ
て
あ
る
。

明
治
五
年
の
八
月
に
な
る
と
、
外
郭
の

間
は
愈
撤
去
と
い
ふ
こ
と
に
な
り
、
十
一

月
か
ら
着
手
し
て
六
年
中
に
総
て
完
了
し

た
。
虎
の
間
は
、

虎
之
門
撤
却
に
付
、
明
四
日
よ
り
往
本

差
留
候
條
、
此
段
相
逹
候
事
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但
迫
両
卒
業
通
行
差
許
候
節
は
、
簡

相
逹
候
事
。

右
之
通
、大
蔵
省
よ
り
被
二相
達
・候
間
ヽ

市
在
Ｅ
々
無
レ洩
可
二相
達
“候
事
。

明
治
六
年
十
月
三
日

東
京
府
知
事
　
大
久
保

一
分

簡
単
な
こ
の
布
令
と
共
に
、

一
月
程
の
中

に
永
久
に
姿
を
清
し
て
、

右
建
物
撤
却
の
上
は
、
線
て
土
墓
石
垣

の
み
を
存
し
、
見
苦
敷
盤
無
レ
之
様
致

候
見
込
。

と
大
蔵
省
が
正
院
に
答
中
し
た
通
り
、
桝

形
だ
け
が
鍋
島
家
で
築
い
た
昔
の
様
に
立

ち
か
へ
つ
て
、
明
治
三
十
五
年
頃
ま
で
残

つ
て
ゐ
た
こ
と
は
覺
え
て
ゐ
る
。
其
後
い

つ
取
り
排
は
れ
た

か
未
だ
調
べ
て
見
な

い
。
恐

ら
く

三

十
七
年
頃
で
あ
つ
た
ら

スノ。虎
の
門
内
の
地
所
は
、
明
治
二
年
二
月

市
中
を
五
十
Ｅ
に
分
け
た
と
き
第
二
匡
に

編
入
さ
れ
、
四
年
十
一
月
に
第
二
大
Ｅ
第

一
小
Ｅ
と
な
つ
た
、
こ
れ
は
小
島
君
の
書

か
れ
た
通
り
で
あ
る
。
但
し
日
比
谷
公
園

の
あ
る
所
を
霞
ケ
開
二
丁
日
と
さ
れ
た
の

は
、
お

ヽ
見
落
し
で
あ
ら
う
。
こ
ゝ
は
西
日

比
谷
町
止
内
山
下
町
二
丁
目
と
に
跨
つ
て

ゐ
る
の
だ
か
ら
。

虎
の
間
の
位
置
は
、
三
年
坂
を
下
っ
て

員
直
ぐ
行
く
と
、
桝
形
の
西
北
角
に
突
常

つ
た
や
う
に
記
憶
し
て
ゐ
る
の
で
、
今
の

電
車
道
は
桝
形
の
中
央
よ
り
西
寄
り
を
貫

い
て
ゐ
る
ら
し
く
、
海
軍
文
庫
の
塀
は
、

東
北
角
を
少
し
斜
に
椋
め
て
ゐ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
ふ
。
又
現
に
自
動
車
工
業
株

式
會
祀
の
敷
地
に
国
込
ま
れ
て
ゐ
る
と
こ

ろ
は
、
昔
の
堀
跡
で
あ
る
こ
と
か
ら
推
せ

ば
、
東
南
角
の
位
置
も
略
ぼ
見
常
が
付
ぐ

詳
で
、
小
島
君
の
御
想
像
と
大
差

は
な

今
入
町
の
地
は
も
と
櫻
田
太
左
術
門

町
、
同
久
保
町
と
呼
ば
れ
、
江
戸
開
府
以
来

の
古
い
町
で
あ
つ
た
が
、
寛
政
六
年
の
大

火
に
焼
け
て
火
除
明
地
と
な
り
、
其
後
大

的
場
と
な
つ
た
り
、
比
丘
尼
屋
敷
と
な
つ

た
り
、
維
新
後
は
厩
屋
地
に
ま
で
な
り
さ

が
つ
た
。
明
治
二
年
に
な
つ
て
再
び
町
に

復
活
し
，
赤
坂
今
井
谷
町
、
肺
布
今
井
入

寺
町
の
居
民
が
移
さ
れ
、
観
三
年
に
今
八

町
の
新
稿
を
加
へ
、
四
年
第
二
大
匡
第
二

小
Ｅ
と
な
り
、
六
年
の
改
正
に
も
憂
り
は

な
か
つ
た
。
明
治
七
年
編
の
東
京
府
志
料

に
採
る
と
、
町
の
戸
数
八
十
、
人
口
三
百

十
八
人
。
産
物
は
国
屍
が
主
な

る
も

の

で
、
製
造
高
四
萬
八
千
本
、
債
金
九
十
六

同
で
あ
つ
た
。

一
本
二
厘
だ
か
ら
驚
く
に

堪

へ
る
。
そ
れ
が
九
年
頃
に
は
国
蒻
が
三

千
本
減
じ
て
、
紙
鳶

一
萬
五
千
枚
、
提
灯

千
八
百
三
十
張
が
加
は
つ
た
。

琴
不
町
の
方
は
す
つ
と
上
品
な
武
家
屋

敷
で
、
電
車
路
に
面
し
た
北
側
は
、
西
か

ら
順
に
田
中
、
徳
永
、
毛
利
の
三
家
が
並

び
、
田
中
の
後
ろ
に
谷
家
の
屋
敷
が
あ
つ

た
。
こ
れ
は
寛
永
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
其

後
毛
利
は
丸
仙
藩
の
京
極
家
と
替
り
、
徳

永
は
京
極
に
合
併
さ
れ
、
京
極
は
更
に
谷

の
一
部
を
も
加

へ
て
、
西
の
堀
端
ま
で
進

出
し
、
其
虎

へ
文
化
の
末
に
金
毘
羅
大
権

現
を
本
回
か
ら
勘
請
し
た
の
で
あ
る
。
明

治
二
年
金
毘
羅
様
は
京
維
家
か
ら
獨
立
し

て
、
事
比
羅
神
祀
と
改
稀
し
、
六
年
府
祀

に
昇
格
し
た
。
京
極
家
の
屋
敷
跡
は
、　
一

時
員
田
家
の
邸
宅
と
な
つ
た
が
、
五
年
に

明
船
町
や
櫻
川
町
な
ど
、
同
じ
く
、
附
近
一

の
邸
地
を
合
せ
て
新
に
琴
平
町
と
命
名
さ

れ
、
金
毘
羅
様
の
前
を
虎
の
間
に
通
す
る

新
道
が
開
か
れ
た
。
六
年
の
Ｅ
法
改
正
の
・

際
に
は
、
第
二
大
匡
第
四
小
匠
に
属
し
、

新
道
の
東
側
は
琴
不
町
二
番

地

で
あ

っ

た
。
現
在
事
務
所
の
あ
る
不
ニ
ビ
ル
の
位

置
は
、
勿
論
京
極
邸
跡
の
内
に
は
相
蓮
な

い
が
、
或
は
元
の
徳
永
邸
と
の
境
へ
少
し

か
ヽ
つ
て
ゐ
る
か
と
も
想
は
れ
る
。

明
治
三
、
四
年
頃
は
東
京
の
極
表
期
で

旗
下
の
人
逹
は
主
家
と
共
に
多
く
静
岡
に

移
り
、
大
名
小
名
の
家
臣
も
亦
本
囲
に
引

上
げ
、
其
邸
宅
は
一
邸
の
外
皆
土
地
し
、
さ

し
も
繁
昌
し
て
ゐ
た
東
京
の
地
も
、
明
家

同
前
に
が
ら
ん
と
し
て
し
ま
つ
た
か
ら
、

市
民
の
生
活
も
あ
が
つ
た
り
で
、
政
府
は

小
金
原
の
開
墾
を
勘
誘
し
た
り
、
市
内
の

空
地
を
拓
い
て
桑
茶
を
植
ゑ
さ
せ
た
り
し

て
、
牟
農
牛
商
を
立
都
の
方
針
と
し
や
う

と
し
た
。
此
時
貸
付
地
の
排
下
値
段
は
、

千
坪
に
付
き
、
上
等
十
五
日
、
中
等
廿
園

下
年
十
五
同
で
あ
つ
た
が
、
そ
れ
で
も
買

手
が
少
な
く
て
困
つ
た
と
い
ふ
、
員
に
嘘

の
や
う
な
話
で
あ
る
。
其
頃
百
同
も
奮
嚢

し
て
置
か
う
も
の
な
ら
、
今
と
な
つ
て
事

務
所
の
一
っ
位
、
懐
手
し
て
ゐ
て
も
建
つ

た
で
あ
ら
う
に
と
、
上
れ
も
せ
ぬ
昔
の
こ

と
な
が
ら
馴
か
残
念
な

や
う
な
氣
も
す

る
。
（
二
月
二
十
七
日
）

X

×

×

ウ
イ
ム
パ
ア
の
刻

ん
だ
日
本
風
景
に

就
い
て

小

島

鳥

水

會
報
の
二
月
銃
に
、
武
田
久
吉
氏
は
、

「
ゥ
イ
ム
パ
ア
の
刻
ん
だ
日
本
の
風
景
」
と

題
し
、
山
で
有
名
な
エ
ド
ヮ
ー
ド
・
ゥ
イ

ム
パ
ア
以
外
に
も

「ｏりＦ
Ｆ
「
ョ
【く
ヨ
零
■

な
る
木
板
師
が
あ
つ
て
、
日
本
の
風
物
を

木
板
に
彫
つ
て
ゐ
る
賃
例
を
示
さ
れ
、「
ウ

イ
ム
パ
ア
と
署
名
が
あ
る
の
み
で
は
、
そ

れ
が
マ
ツ
タ
ー
ホ
ル
ン
の
勇
者
で
あ
る
と

は
、
断
ぜ
ら
れ
な
い
」
こ
と
を
注
意
せ
ら

れ
た
。

そ
れ
は
私
も
、
同
感
で
、
日
●
■
賦
“

に

し
ろ
、
フ
い〓
ア
に
し
ろ
、
木
板
の
落
款
は

単
に
ノＳ
Ｃ
ヨ
ｕ
①『
と
あ
る
だ
け
だ
か
ら
、

ウ
イ
ム
パ
ア
印
ち
ヱ
ド
ヮ
ー
ド
と
、
断
言

は
許
さ
る
べ
き
で
な
い
。
俳
し
、
私
の
拙

著

「書
齋
の
岳
人
」
申
に
拳
げ
た

「
日
本
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漫
遊
記
」

な
る
一
書
の
挿
紺
は
、
「
挿
蓋

四
十
五
個
は
、
ス
ケ
ッ
チ
及
び
篤
員
に
依

り
て
、
エ
ド
ヮ
ー
ド
●
ウ
イ
ム
パ
ア
の
版

刻
」
と
明
ら
か
に

「
ヱ
ド
ワ
ー
ド
」
な
る

ク
リ
ス
チ
ア
ン
・
ネ
ー
ム
ま
で
入
れ
て
あ

る
。
だ
が
、
私
も
断
は
つ
た
通
り
、
本
書

は
出
版
年
月
の
記
入
が
な
く
、
ど
う
も
後

刷
ら
し
く
思
は
れ
る
の
で
、
或
は
邪
推
す

れ
ば
、
後
人
が
恣
ま
に
エ
ド
ヮ
ー
ド
の
名

を
僣
し
て
、
刷
り
入
れ
る
と
い
ふ
や
う
な

懸
念
い
、
全
く
な
し
と
し
な
か
つ
た
が
、

幸
ひ
に
、
此
頃
初
版
本
を
入
手
し
た
か
ら

扉
紙
を
技
に
引
き
篤
し
に
す
る
。

印
ち
原
本
（
初
版
本
）
に
依
っ
て
も
（
一
）

ヱ
ド
ワ
ー
ド
・
ウ
イ
ム
パ
ア
と
明
記
し
て

あ
る
こ
と
、
（
二
）
同
時
代
に

エ
ド

ワ
ー

ド
・
ウ
イ
ム
パ
ア
な
る
同
姓
名
の
本
版
師

が
、
二
人
存
在
し
た
る
事
貸
を
知
ら
な
い

こ
と
、
（
三
）
本
書
の
内
容
は
、
至
つ
て
く

だ
ら
ぬ
も
の
な
が
ら
、
ヱ
ド
ワ
ー
ド
ｏ
ウ

イ
ム
パ
ア
な
る
名
は
、
マ
ツ
タ
ア
ホ
ル
ン

の
征
服
若
と
し
て
も
、
又
木
板
師
と
し
て
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も
、
名
馨
藉
甚
で
あ
っ
た
、
め
、
特
に
エ

ド
ヮ
ー
ド
ｏ
ゥ
イ
ム
パ
ア
の
名
を
掲
出
し

た
、
と
考
へ
ら
れ
る
こ
と
、
（
四
）
出
版
年

月

一
八
九
五
年
（
明
治
二
十
八
年
）
に
は
、

ェ
ド
ヮ
ー
ド
・
ゥ
イ
ム
パ
ア
、
街
一ほ
上
存

中
の
こ
と
だ
か
ら
、
英
國
倫
敦
で
出
版
さ

れ
た
書
籍
に
、
ェ
ド
ヮ
ー
ド
の
名
を
編
用

す
る
等
の
こ
と
は
、
出
来
得
可
ら
ざ
る
こ

と
等
を
、
綜
合
し
て
考
へ
れ
ば
、
本
書
の

挿
蓋
が
、
ェ
ド
ヮ
ー
ド
・
ゥ
イ
ム
パ
ア
の

板
刻
と
明
言
す
る
こ
と
、　
一
向
に
差
支

ヘ

山
岳
嘉
員
を
募
ろ

本
年
度

「
山
日
記
」

へ
山
岳
篤
員
数
葉

を
掲
げ
る
こ
と
ヽ
な
り
意
し
た
會
員
諸

氏
の
優
秀
作
品
を
お
途
り
願
ひ
ま
す
。

１
、
本
邦
の
代
表
的
山
岳
景
観

２
、
大
き
さ
　
キ
ヤ
ビ
ネ
剣
以
上

３
、
期
日
　
五
月
十
日

４
、
山
岳
名
其
他
解
説
記
入
の
こ
と

５
、
掲
載
の
分
に
は
薄
謝
を
塁
す

６
、
返
却
希
望
の
方
は
裏
面
へ
朱
書

の
こ
と日

本
山
岳
會
山
日
記
編
輯
係

は
な
い
と
信
す
る
。

尤
も
、
武
田
君
は
、
ェ
ド
ヮ
ー
ド
以
外

に
も
、
「ｏ
Ｆ゙
Ｆ
な
る
木
板
師
が
、
日
本
の

風
景
を
彫
つ
て
ゐ
る
と
い
ふ
事
責
を
　
ヽ
、
示

教
さ
れ
た
ゞ
け
で
、
私
の
拙
著
に
、
エ
ド

ヮ
ー
ド
・
ゥ
イ
ム
パ
ア
と
明
記
し
た
の
が

悪
い
と
言
は
れ

て
ゐ

る
の
で
は
な
い
か

ら
、
そ
れ
は
別
の
問
題
に
な
る
が
、
私
自

身
も
、
賞
は
、
こ
の
エ
ド
ヮ
ー
ド
・
ウ
イ

ム
パ
ア
の
本
版
の
御
手
際
に
は
、
懐
疑
的

で
、
「
肝
心
の
版
刻
の
出
来
榮
え
は
、
如
何

と
い
ふ
に
、
ア
ル
プ
ス
の
作
な
ど
と
は
、

同

一
人
と
思
は
れ
な
い
ほ
ど
、
不
出
来
で

あ
る
」
と
、
前
著
で
述
べ
て
ゐ
る
程
で
あ

る
か
ら
、
ウ
イ
ム
パ
ア
祀
中
の
、
誰
某
の

代
作
が
ニ
ド
ヮ
ー
ド
・
ウ
イ
ム
パ
ア
承
認

の
も
と
に

（
但
し
、
さ
う
い
ふ
考
へ
は
、

故
人
に
封
す
る
目
漬
に
な
つ
て
、
怪
し
か

ら
む
こ
と
で
は
あ
る
が
）
交
つ
て
ゐ
る
か

も
知
れ
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、　
一
部

又
は
全
部
が
、
代
作
だ
と
断
言
す
る
ほ
ど

の
、
事
貸
の
根
擦
が
、
畢
げ
ら
れ
な
い
か

ら
、
反
證
の
な
い
限
り
、
そ
の
本
の
明
記

す
る
如
く
、
エ
ド
ヮ
ー
ド
ｏ
ウ
イ
ム
パ
ア

の
板
刻
と
、
認
め
る
よ
り
致
し
方
は
な
い

と
思
ふ
。

筒
ほ
原
本
の
装
嶼
、
及
び
装
行
年
代
等

に
就
い
て
、
補
正
芳
々
、
言
ひ
た
い
こ
と

も
あ
る
が
、
エ
ド
ヮ
ー
ド
問
題
に
無
関
係

だ
か
ら
、　
一
切
省
略
す
る
。

組
の
都
合
で
小
島
さ
ん
の
御
途
附
に

な
つ
た

「
”
”
Ｂ
げ
】Ｏｏ
】”
「
”Ｏ
ｐｂ
」
の
表

紙
の
篤
し
を
前
頁
の
如
く
に
憂
更
し
て

了
ひ
ま
し
た
。
筆
者
及
び
讀
者
の
御
諒

承
を
乞
ふ
次
第
で
あ
り
ま
す
。

筒
憂
夏
箇
所
は
次
の
通
り
で
あ
り
ま

す
。
”
く
の
次
の
目
”

か
ら

「
”
・∽
・

ま
で
、
ヨ
覇
目
か
ら
ョ
ロ
く
〓
”
日
”
ま

で
、

「
”
Ｏ
〓

か
ら

「
口
〇
哺
〇
〇
”
＞
・

目
出∽
ま
で
、　
０
の
か
ら

の
口
Ｃ
”
０
目

く
＞
”
∪

ま
で
の
各
々
は
皆

一
行

に
な

り
ま
す
。
　
　
　
　
　
（
編
　
者
）

X

×

×

山

の

わ

ら

ぢ

―
信
州
伊
那
谷
に
於
け
る
事
例
―

向
　
山
　
雅
　
重

不
地
に
於
て
普
通
に
履
い
て
ゐ
る
草
軽

は
ヽ
急
崚
な
山
地
へ
履
い
て
行
く
と
、
畿

の
重
み
の
た
め
踵
へ
力
が
は
い
り
、
踵
が

右
又
は
左
へ
草
軽
か
ら
ず
れ
て
し
ま
ひ
易

い
。
こ
れ
を

「
横
つ
ぱ
き
に
な
る
」
と
言

ふ
が
、
こ
の
横
履
き
を
避
け
る
篤
に

「
か

が
躁
の
下
ヽ
か
か
る
様
に
工
夫
し
た
も
の

で
あ
る
。
「
つ
る
わ
ら
ぢ
」
も
殆
ん
ど
同
じ

様
で
あ
る
が
、
こ
の
「
つ
る
」
を
後
の
「
ち
」

の
代
り
に
な
る
様
に

「
か
へ
り
」
を
は
さ

み
、
「
つ
る
」
が
大
き
く
踵
に
か
か
る
様
に

工
夫
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
雲

山
な
ど
獲
物
を
通
つ
て
長
時
間
歩
く
に
は

是
非
必
要
な
草
軽
で
あ
る
。

次
に
普
通
の
草
壮
に
於
け
る
「
ち
」
は
、

葉
を
経
つ
た
も
の
が
外
へ
と
び
出
て
ゐ
る

だ
け
な
の
で
、
歩
行
中
に
簑
な
ど
へ
引
掛

必
要
の
な
い
様
に

「
ひ
び
ぐ
ち
」
と
い
ふ

環
を
組
の
一
端
に
つ
く
つ
て
置
き
、
履
く

時
に
他
の
一
端
を
通
し
て
丁
魔
自
分
の
足

に
あ
ふ
所
で
結
ひ
目
を
こ
し
ら
へ
て
、
こ

れ
を

一
寸
通
せ
ば
よ
い
様
に
す
る
。
こ
の

「
ご
ん
ざ
う
わ
ら
ぢ
」
は
流
木
山
な
ど
に
入

つ
て
行
く
人
に
多
く
賞
用
さ
れ
て
居
る
。

山
用
に
は
、
殊
に
夏
山
用
に
は
地
下
足

袋
が
多
く
利
用
さ
れ
る
様
に
な
つ
て
草
桂

は
減
つ
た
が
、
雪
山
に
は
草
壮
が
是
非
必

要
で
あ
り
、
又
、
流
木
な
ど
の
時
に
水
ヘ

は
い
っ
た
り
、
岩
を
跳
ん
だ
り
す

る
に
は
草
杜
は
離
さ
れ
な
い
も
の

で
あ
る
か
ら
、
か
う
し
た
山
用
の

草
軽
も
今
後
滅
び
て
し
ま
ふ
事
は

な
い
だ
ら
う
と
思
ふ
。

そ
し
て
一
般
の
登
山
用
な
ど
に

山
小
屋
あ
た
り
で
販
賣
す
る
草
桂

も
、
多
少
は
高
慣
に
な
つ
て
も
、

か
う
し
た
山
用
の
も
の
を
入
念
に

作
つ
て
賣
つ
た
な
ら
ば
よ
い
で
は

な
い
か
と
考
へ
る
。
普
通
市
販
の

草
壮
は
山
用
と
し
て
一
足
で
一
日

は
難
し
い
が
、
入
念
に
こ
し
ら
ヘ

た
手
作
り
の
草
軽
は
二
日
は
優
に
保
つ
の

で
あ
り
、
豫
備
に
携
帯
す
る
に
も
数
が
少

く
て
済
み
、
山
用
の
も
の
は
履
い
て
賓
に

具
合
が
よ
い
の
で
あ
る
。
（
一
三
二
Ｔ
五
）

X

×

X

會
費
の
御
梯
込
を
順
ひ
ま
す

か
ヽ
リ

ぢ
｀
 ら 3b

ち

a'i r,4-t\'t

ザ らわ らつ

i' ) h) t" 4-;"

へ
り
」
が
つ
い
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
だ
け
で

は
ど
う
も
数
果
が
少
い
。
そ
れ
で
こ
の
踵

の
す
れ

る

の
を
防
ぐ
鶯
に
更
に
一
本
の

「
つ
る
」を
つ
け
た
草
軽
が
山
猫
等
多
く
職

業
的
に
山
へ
入
る
人
逹
に
ょ
っ
て
用
ひ
ら

れ
て
ゐ
る
。
「
な
べ
づ
る
わ
ら
ぢ
」
（
上
伊

那
郡
宮
田
村
）
「
つ
る
わ
ら
ぢ
」
（
上
伊
那

縣
美
和
村
）
が
こ
れ
で
あ
る
。

「
な
べ
づ
る
わ
ら
ぢ
」
は
国
の
如
く

「
つ

る
」
を

「
か
へ
り
」
代
用
に
な
る
様
に
し

「
か
ヽ
り
」
を
長
く
し
て
、
履
い
た
時
こ
れ

つ
て
き
れ
易

い
か
ら
、

こ
れ
を
防

ぐ
鶯

に

工
夫

し
た

「
ご
ん
ざ
う
わ
ら
ぢ
」

と

い
ふ

も

の
が
あ

る
。

こ
れ
は

「
ち
」

を

こ
し
ら

へ
す

に
、
前

の

「
ち
」

に
あ
た

る
位
置

か

ら
、
後

の

「
ち
」

の
位
置

ま
で
紐

を
草
軽

の
中

へ
作

り

こ
ん

で
し

ま

つ
た

も

の
で
あ

る
。

こ
れ

で
二

つ
の

「
ち
」

の
代

り
を

つ

と
め

、こ

れ
を
前

へ
か
ら
げ

「
か

へ
り
」
へ

通

し

て
履

く
。

か
う
す
れ
ば
絶
封

に
「
ち
」

が
絶

れ

る
心
配

が
な

い
。
筒

こ
れ
は
脆

い

だ

り
履

い
た

り
す

る

の
に
紐

を

一
々
結

ぶ

カ
ョ

ヾ

ず

つつ

つ

２
つ

ひ
ざ
ぐ

ち
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岩
　
小
　
合

島

田

武

時

私
は
山
の
族
に
岩
小
合
に
泊
る
こ
と
が

す
き
だ
、
そ
れ
は
屹
腫
、
私
の
心
に
潜
む

原
始
的
な
も
の
へ
の
本
能
の
装
露

の
様

だ
。
山
は
だ
ん
ノ
ヽ
設
備
が
と
、
の
つ
て

も
う
岩
小
合
の
必
要
も
な
く
な
つ
た
と
こ

ろ
が
多
い
が
谷
筋
の
登
山
な
ん
か
に
は
ま

だ
そ
の
必
要
が
あ
る
や
う
だ
。

随
分
以
前
潤
澤
の
岩
小
合
を
始
め
て
訪

ね
た
と
き
そ
の
岩
小
合
が
そ
れ
以
前
十
年

程
前
に
登
山
界
に
演
じ
た
役
割
を
想
つ
て

深
い
敬
愛
の
念
に
か
ら
れ
た
。

大
島
さ
ん
の

「
潤
澤
の
岩
小
合
の
あ
る

夜
の
こ
と
」
の
一
文
が
思
ひ
出
さ
れ
そ
し

て
日
本
の
登
山
史
の
あ
る
一
頁
が
こ
ゝ
で

開
か
れ
、
そ
し
て
そ
れ
が
今
な
ほ
よ
み
つ

ヾ
け
ら
れ
て
居
る
の
を
思
つ
た
か
ら
で
あ

る
。
潤
澤
は
現
在
の
様
に
な
つ
て
し
ま
つ

て
か
ら
は
こ
の
岩
小
合
も
殆
ん
ど
古
典
的

な
存
在
に
な
つ
て
し
ま
つ
た
が
そ
の
歴
史

は
不
滅
で
あ
る
。

横
尾
の
肝
小
合
、
こ
の
森
の
中
に
あ
る

岩
小
合
は
涸
澤
の
岩
小
合
と
開
聯
し
て
思

ひ
出
さ
れ
る
。
涸
澤
の
岩
小
合
が
彗
に
埋

れ
る
と
登
山
者
に
愛
さ
れ
る
小
合
だ
、
昇

風
岩
に
面
し
た
こ
の
岩
小
合
は
夏
は
登
山

者
が
横
日
で
に
ら
ん
で
と
ほ
り
す
ぎ
て
行

く
、
お
互
に
冷
淡
な
顔
を
し
て
、
…
…
岩

小
合
の
一
夜
に
思
ひ
出
す
の
は
槙
氏
の
ア

イ
オ
ー
東
山
稜
の
初
登
攀
に
於
け
る
一
夜

景
で
あ
る
。

こ
の
露
替
は
岩
小
合
と
云
ふ
よ
り
岩
蔭

と
い
つ
た
方
が
適
切
で
あ
る
、
私
は
あ
の

一
文
を
よ
ん
で
、
テ
ニ
ス
ン
の
ュ
リ
シ
ー

ズ
の
一
節
に
あ
る

「
求
め
、
苦
し
み
、
し

か
も
屈
せ
ず
」
の
意
氣
を
も
つ
て
荒
凍
た

る
山
稜
の
一
夜
を
送
つ
た
四
人
を
想
ひ
、

楓
氏
を
山
男
中
の
幸
一臓
兄
と
羨
む
。

山
人
の
呼
ぶ
岩
小
合
に
は
彼
等
が
獲
物

を
迫
つ
て
谷
か
ら
尾
根
を
か
け
る
一
夜
の

宿
を
な
す
に
用
ふ
る
も
の
に
は
随
分
あ
は

れ
な
も
の
が
あ
る
。
笠
谷
の
岩
小
合
、
打

込
の
舟
小
合
な
ぞ
は
岩
小
合
と
は
呼
ぶ
が

そ
れ
は
大
き
な
岩
壁
の
根
で
あ
る
と
云
ふ

に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
は
全
く
雨
露
さ
へ
し

の
げ
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
私
が
こ

ゝ
を
訪
れ
た
と
き
、
そ
の
岩
根
に
燃

へ
の

こ
つ
た
黒
い
木
や
、
岩
に
し
み
つ
い
た
煤

を
み
て
彼
等
が
彗
の
日
、
こ
の
岩
壁
の
下

に
た
ど
り
つ
き
大
き
な
火
を
燃
し
、
獲
物

を
抱
い
て
眠
る
光
景
を
描
い
た
。
そ
し
て

そ
れ
が
こ
の
大
自
然
の
懐
に
抱
か
れ
て
生

活
す
る
彼
等
の
姿
の
も
つ
と
も
良
い
表
現

で
あ
ら
う
と
思
つ
た
。

谷
筋
を
と
ほ
つ
て
峯
を
越
し
て
行
く
風

彗
も
、
こ
の
大
肝
壁
下
に
眠
る
小
さ
な
人

間
を
見
落
し
て
行
く
の
で
あ
ら
う
。
か
く

し
て
彼
等
は
一
夜
を
曖
か
く
す
ど
す
の
で

あ
ら
う
。

シ
リ
ス
フ
リ
の
岩
小
合
、
甘
酒
の
岩
小

合
、
奥
抜
戸
岩
小
合
等
は
立
派
な
小
合
で

あ
る
。
そ
れ
は
丁
魔
、
構

へ
の
大
き
な
山

家
の
人
口
の
相
で
あ
る
。
大
地
に
根
お
ろ

し
た
委
は
た
の
も
し
い
。
廣
々
と
し
た
野

呂
川
、
深
い
金
木
戸
の
谷
に
あ
る
こ
れ
等

の
岩
小
合
は
清
潔
で
あ
る
。

一
年
に
二
三

度
の
大
出
水
が
こ
の
岩
小
合
の
床
を
洗
ふ

と
み
へ
て
床
は
砂
地
で
あ
る
。

来
上
の
焚
人
の
あ
と
、
天
丼
の
亘
岩
に

こ
び
り
つ
い
た
員
黒
な
煤
、
山
人
と
の
交

渉
を
も
つ
て
か
ら
几
そ
幾
時
代
を
経
た
も

の
で
あ
ら
う
か
。

岩
の
割
れ
日
に
は
粗
末
な
手

製

の
杓

子
、
岩
魚
を
焼
く
木
串
、
皆
な
黒
く
な
つ

て
さ
し
こ
ん
で
あ
る
。
私
は
こ
ん
な
岩
小

合
に
た
ど
り
つ
く
と
な
ん
と
も
い
へ
な
い

氣
安
さ
を
憶
へ
一
夜
を
過
し
た
く
な
る
。

そ
し
て
山
人
が
な
す
様
に
景
魚
を
釣
り
、

そ
の
串
で
焼
き
、
黒
い
杓
子
は
そ
の
ま
ゝ

飯
に
使
ふ
。
そ
し
て
又
山
人
逹
が
す
る
様

に
大
き
な
焚
火
を
す
る
。
煙
は
岩
の
裂
目

を
つ
た
つ
て
流
れ
て
行
く
、
焚
火
の
ほ
て

り
を
か
ん
じ
な
が
ら
身
を
横
た
へ
る
。

安
ら
か
に
一
夜
を
過
し
た
額
日
は
そ
の
升

小
合
に
感
謝
の
念
を
さ
ゝ
げ

て

い
で
た

つ
。火

災
の
心
配
は
な
く
と
も
し
き
た
り
に

し
た
が
つ
て
そ
の
岩
小
合
を
整
理
す
る
こ

と
を
忘
れ
な
い
。
杓
子
や
、
串
等
こ
の
小

合
の
主
要
財
産
は
元
通
り
に
裂

目

に
さ

す
。
別
に
洗
は
な
く
て
も
よ
い
様
だ
。

焚
人
の
あ
と
の
み
に
く
ひ
の
は
あ
ま
り

よ
い
も
の
で
な
い
。
綺
麗
に
な
ら
べ
て
自

然
清
火
に
任
す
。
そ
し
て
朝
日
が
谷
の
片

側
を
輝
か
し
、
駒
鳥
が
な
き
た
て
、
行
手

の
谷
川
の
水
が
朝
陽
に
キ
ラ
ノ
ヽ
ゆ
ら
め

く
谷
筋
を
登
つ
て
行
く
。
こ
ん
な
と
き
、

い
き
な
り
渡
渉
を
や
ら
さ
れ
て
も
ふ
る
ヘ

な
が
ら
爽
快
だ
な
ぞ
と
云
ふ
。

い
つ
か
の
晩
秋
、
飢
の
長
次
郎
澤
の
岩

小
合
を
訪
れ
た
。
八
っ
峯
の
岩
は
霧
の
流

れ
に
く
ろ
Λ
ヽ
と
濡
れ
下
牛
部
の
岩
々
の

裂
目
に
は
員
紅
の
貼
級
が
あ
つ
た
。
雲
漢

は
夏
の
間
の
岩
層
や
、
泥
や
、
木
の
葉
で

汚
れ
て
居
た
。
長
く
使
は
れ
な
い
こ
の
岩

小
屋
は
冷
く
し
め
つ
て
、
床
に
は
小
さ
な

燃

へ
の
こ
り
の
本
層
が
二
つ
三
つ
こ
ろ
が

り
、
員
黒
な
曲
つ
た
針
金
が
一
本
う
ち
す

て
、
あ
つ
た
。
あ
ま
り
に
も
荒
凍
な
、
冷

い
様
に
心
い
た
ん
だ
。
私
は
そ
の
一
隅
に

腰
を
お
ろ
し
、
霧
の
は
れ
間
に
後
立
山
を

眺
め
た
。
雲
漢
を
吹
き
下
す
風
は
寒
い
。

粉
彗
が
と
ん
だ
。
私
は
天
候
が
そ
ん
な
に

ひ
ど
く
な
ら
な
い
う
ち
に
と
飢
の
頂
上
を

目
指
し
た
。
こ
の
岩
小
合
は
だ
ん
ノ
ヽ
人

に
も
忘
れ
ら
れ
る
。

大
日
岳
に
も
小
さ
い
が
よ
い
山石
小
合
が

あ
っ
た
。
形
の
よ
い
こ
の
岩
小
合
の
中
に

は
煙
草
色
に
乾

い
た
恨
松
が

一
杯
に
し
き

つ
め
て
あ
つ
た
。
私
は
そ
こ
に
泊
る
必
要

も
な
か
つ
た
が
荷
を
お
ろ
し
て
休
ん
だ
。

着
小
合
の
前
は
綺
麗
な
草
場
で
、
自
山
イ

チ
ゲ
、
深
山
キ
ン
バ
イ
、　
コ
メ
パ
ツ
ガ
ザ

ク
ラ
等
が
喫
き
乱
れ
て
居
た
。
岩
小
合
の

上
に
登
る
と
、
飢
岳
の
東
大
谷
の
山
面
が

素
晴
し
い
威
容
で
た
ち
は
だ
か
つ
て
居
る

の
が
眺
め
ら
れ
た
。

奥
黒
部
の
谷
に
は
蟹
穴
の
様
に
入
口
が

は
ら
ば
い
に
な
つ
て
漸
く
入
ら
れ
る
様
に

・狭
く
、
内
部
が
廣
い
良
い
小
合
が
あ
る
と

云
ふ
こ
と
を
聞
い
た
が
、
私
の
様
な
臆
病

者
は
夜
中
地
震
で
も
あ
つ
て
入
口
が
つ
ぶ

れ
て
塞
が
つ
て
し
ま
や
し
な
い
か
と
心
配

に
な
つ
て
困
る
だ
ら
う
と
思
ふ
。

赤
澤
の
岩
小
合
に
就
い
て
は
は
つ
き
り

し
た
記
憶
を
も
つ
て
居
る
。
所
謂
探
険
時

代
に
は
こ
の
岩
小
合
、
殺
生
の
若
小
合
な

ぞ
有
名
で
あ
る
が
今
は
立
寄
る
人
も
な
い

ら
し
い
し
、
私
は
殺
生
の
岩
小
合
は
現
在

も
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
小
合
を
建
て
る

た
め
に
な
く
な
つ
た
の
か
そ
れ
さ
へ
知
ら

な
い
。

あ
る
年
の
各
、
友
と
二
人
槍
と
北
鎌
尾

根
の
偵
察
に
行
つ
た
。

一
ノ
俣
小
合
に
入

つ
た
が
い
つ
ま
で
た
つ
て
も
止
ま
な
い
吹

雲
に
業
を
煮
や
し
胸
ま
で
つ
か
る
深
雲
を
・

ラ
ツ
セ
ル
し
て
荷
を
槍
澤
の
小
合
に
運
ん

だ
。
ス
キ
ー
は
根
彗
の
な
い
新
雲
に
は
随

分
手
間
ど
つ
て
輪
裸
の
方
が
づ
つ
と
よ
か

つ
た
。
も
ぐ
る
と
彗
の
下
に
な
つ
て
充
分

お
さ
へ
つ
け
ら
れ
て
居
な
い
く
わ
ん
木
の

枝
に
ス
キ
ー
が
引
掛
つ
て
動
け
な
い
の
で

あ
る
。
槍
澤
小
合
で
使
用
す
る
薪
ま
で
背

負
つ
た
の
だ
か
ら
思
へ
ば
豪
勇
だ
つ
た
。

夕
方
岩
小
合
に
た
ど
り
っ
き
ス
キ
ー
、

ビ
ツ
ケ
ル
、
薪
等
を
岩
小
合
に
置
い
て
野

つ
た
。
そ
し
て
そ
の
後
餘
り
の
降
雲
績
き

に
今
度
は
登
山
を
断
念
し
て
輪
裸
を
は
い

て
登
山
具
の
取
返
し
に
行
つ
た
。

岩
小
合
の
中
は
す
ご
く
荒
れ
て
焚
火
の

し
や
う
も
な
か
つ
た
。

吹
雲
の
赤
澤
岳
の
あ
の
赤
裸
の
オ
壁
を

ひ
つ
き
り
な
し
に
瀧
の
様
に
落
ち
る
新
彗

雪
崩
の
彗
煙
の
様
は
さ
な
が
ら
地
獄
同
縮

の
様
だ
っ
た
。
（
一
九
三
八
ｏ
一
）



75--5

エ
ヴ

エ
レ
ス
ト

遠
征
の
省
察

ヒ

ユ
ー

●
ラ
ト
レ
ツ
ヂ

ユ則
一盤
一の
パ
ー
テ
イ
の
督然
に
つ
づ
い
て
ポ

ー
タ
ー
、
活
動
、
装
備
、
食
糧
、
膳
木

の
項
と
順
次
に
詳
す
べ
き
だ
が
、
既
に

本
年
度
の
遠
征
除
が
エ
ヴ
エ
レ
ス
ト
ヘ

向
ひ
つ
、
あ
る
現
在
、
長
々
と
三
六
年

度
の
同
顧
で
も
な
い
と
思
ひ
、
活
動
及

び
将
来
の
二
項
を
詳
出
す
る
に
止
め
、

こ
れ
も
短
く
す
る
意
味
で
二
三
ケ
所
省

略
し
た
。
今
年
度
の
遠
征
隊
は
住
七
名

の
小
人
数
で
あ
る
貼
、
こ
の
文
中
に
ラ

ト
レ
ツ
デ
除
長
が
緯
力
主
張
し
た
エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト
大
遠
征
隊
主
義
と
は
完
全
に

封
蹴
的
な
企
て
な
の
で
、
そ
の
貼
か
ら

こ
の
一
文
は
注
＝
す
べ
き
で
あ
り
、
又

検
討
に
値
す
べ
き
も
の
と
思
は
れ
る
。

（
島

田

上
）

二
、
活

　

動

一
九
三
六
年
の
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
遠
征
は

悪
天
候
に
妨
げ
ら
れ
た
が
、
そ
の
遠
征
の

跡
を
顧
み
、
共
つ
た
戦
略
戦
術
が
好
結
果

を
攀
げ
た
か
否
か
を
省
察
し
て
見
る
こ
と

は
無
谷
で
は
あ
る
ま
い
。

豫
め
計
蓋
を
樹
て
る
に
際
し
て
一
番
の

困
難
は
信
す
べ
き
デ
ー
タ
の
不
足
し
て
居

る
こ
と
だ
。
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
ヘ
は
六
度
遠

征
隊
が
赴
い
た
が
、
そ
の
一
っ
一
っ
が
異

つ
た
経
験
を
し
て
居
る
の
で
、
結
局
、
繰

返
へ
さ
れ
る
現
象
と
見
ら
れ
る
べ
き
も
の

を
封
照
し
て
見
て
、
選
り
わ
け
、
そ
れ
に

基
い
て
決
断
を
下
す
よ
り
外
に
手
が
な
い

の
で
あ
る
。
勿
論

一
番
の
要
因
は
天
候
で
、

そ
の
氣
ま
ぐ
れ
さ
は
熟
練
し
た
気
象
學
者

を
さ
へ
嘆
か
し
め
る
こ
と
を
思
へ
ば
、　
一

介
の
登
山
家
な
ど
は
、
如
何
と
も
仕
難
い

力
に
よ
つ
て
そ
の
計
蓋
が
無
惨
に
打
破
ら

れ
た
と
し
て
も
、
見
透
し
が
利
か
な
か
つ

た
責
任
を
札
断
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
ら

一
九
三
六
年
の
遠
征
除
中
最
も
継
瞼
に

富
む
除
員
達
の
熟
慮
の
末
の
意
見
で
は
ベ

ー
ス
キ
ヤ
ン
プ
ヘ
早
く
到
着
し
す
ぎ
る
こ

と
は
不
可
だ
と
云
ふ
こ
と
だ
。
そ
の
理
由

は
、
不
常
の
春
季
の
暴
風
が
過
ぎ
る
迄
は

東
ロ
ン
パ
ク
氷
河
や
ノ
ー
ス
・
コ
ル
で
非

常
な
勢
力
を
強
ひ
ら
れ
る
結
果
疲
分
が
頗

る
大
で
あ
る
こ
と
を
従
来
の
経
験
が
裏
書

き
し
て
居
る
か
ら
だ
。

常
態
に
っ
い
て
吾
々
が
現
在
知
る
と
こ

一
ろ
で
は
二
月
中
旬
か
ら
五
月
中
旬
迄
の
間

一
は
激
し
い
北
西
風
が
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
地
方

一
を
吹
き
荒
れ
て
居
る
の
が
普
通
で
、
若
し

例

へ
ば
四
月

一
日
ま
で
の
こ
ん
な
悪
状
態

に
パ
ー
テ
イ
が
ベ
ー
ス
キ
ン
プ

ヘ
引
張
ら

れ
て
木
た
と
し
た
ら
、
非
常
に
困
饉
し
、

頂
上
攻
繋
に
移
る
前
に
既
に
困
難
に
堪

ヘ

ら
れ
ず
、
結
局
は
何
等
建
設
的
な
仕
事
も

出
来
す
、
そ
の
規
律
の
上
に
最
悪
の
結
果

を
も
た
ら
す
荒
凍
た
る
環
境
の
中
で
無
篤

な
生
活
を
張
制
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
唯

好
韓
を
供
手
し
て
待
つ
ば
か
り
に
な
る
だ

ら
う
。
吾
々
の
パ
ー
テ
イ
は
非
常

に
調

子
が
よ
く
、
ュ
高
度
馴
致
も
甚
だ
良
好
な

の
で
、　
一
九
二
三
年
の
際
よ
り
も
容
易
に

よ
り
迅
速
に
氷
河
湖
行
を
賞
行
出
来
る
と

豫
想
さ
れ
た
程
で
あ
る
前
進
中
の
初
期
に

も
少
し
温
暖
な
天
候
に
恵
れ
た
な
ら
ば
、

明
か
に
企
除
員
は
頂
上
攻
撃
の
た
め
に
ょ

十
三
日
迄
に
攻
撃
位
置
に
就
く
や
う
に
豫

定
し
た
が
、
除
の
調
子
の
良
好
な
の
と
、

一
早
春
に
も
拘
ら
す
陽
気
が
厳
し
く
な
か
つ

一
九
二
六
年

ベ
ー
ス
キ
ヤ
ン
プ
到
着

第

一
キ
ヤ

ン
プ
建

設

第
二
　

　

″

第
三
　
　
　
″

第
四
　
　
　
″

生
″
五
　
　
　
　
〃

第
六
　
　
　
″

五
月
　
一　
日

五
月

四

日

五
月

五

日

五
月

エハ
日

五
月

四
月
二
九
日

四
月
三
〇
日

五
月

四

日

四
月

一
七
日

四
月
二

一
日

四
月
二
六
日

五
月

一
一
日

五
月

一
五
日

五
月
二
二
日

五
月
二
九
日

四
月
二
六
日

四
月
二
七
日

五
月

一
一
日

五
月

七

日

五
月

一
五
日

七

―
九
日

五
月
二
〇
日

り
よ
く
準
備
さ
れ
た
に
逃
ひ
な
か
つ
た
。

こ
ゝ
で
遠
征
除
の
進
行
振
り
を
年
代
別

に
比
較
し
て
見
る
の
も
興
味
が
あ
ら
う
。

一
九
二
二
年
に
は
第

一
回
及
び
第
二
同

の
攻
撃
が
各
々
五
月
二
十
日
と
二
十
四
日

と
に
ノ
ー
ス
コ
ル
を
出
装
し
て
行
は
れ
、

一
九
二
四
年
に
は
六
月
二
日
と
六
日
と
が

そ
の
日
に
常
り
、
オ
デ
ル
は
北
山
稜
か
ら

六
月
七
日
と
九
日
の
再
度
に
わ
た
り
上
方

へ
向
つ
た
。

一
九
二
三
年
に
は
五
月
二
十

八
日
及
び
三
十
日
に
攻
撃
が
開
始ヽ

さ
れ

た
。毎

同
遠
征
隊
は
攻
撃
開
始
ま
で
に
激
し

い
困
苦
を
な
め
さ
せ
ら
れ
た
。
若
し
こ
の

困
難
に
阻
れ
な
か
つ
た
ら
、
勿
論
成
功
の

機
會
は
よ
り
多
か
つ
た
で
あ
ら
う
。
い
づ

れ
の
場
合
で
も
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
天
候

に
釉
さ
れ
て
遅
延
し
た
。
例
へ
ば
ノ
ル
ト

ン
は
一
九
二
四
年
度
に
、
彼
の
第

一
回
攻

撃
を
五
月
十
七
日
と
豫
定
し
て
居
た
の
で

あ
つ
た
。
こ
れ
ら
の
事
責
を
頭
に
入
れ
た

上
、
再
々
一
九
二
六
年
度
の
除
は
五
月
二

た
の
で
、
吾
々
は
こ
の
豫
定
の
日
を
五
月

十
六
日
に
繰
上
げ
た
。
そ
し
て
攻
撃
位
置

に
就
く
こ
と
だ
け
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
通
り
に

出
来
た
の
で
あ
る
。
賞
際
に
は
、
そ
の
時

に
は
知
ら
な
か
つ
た
の
だ
が
、
四
月
二
十

日
の
降
雪
が
完
全
に
北
西
風
に
依
つ
て
吹

排
は
れ
な
か
つ
た
た
め
、
吾
々
の
機
會
を

手
始
め
か
ら
潰
し
て
し
ま
つ
た
の
で
あ
っ

た
。吾

々
に
未
末
の
豫
測
が
出
来
る
も
の
な

ら
ば
、
ベ
ー
ス
キ
ヤ
ン
プ
ヘ
四
月
の
上
旬

に
到
着
す
る
や
う
に
事
を
運
ん
だ
で
あ
ら

う
し
、
さ
う
す
れ
ば
、
降
雲
前
に
攻
撃
す

る
こ
と
も
出
来
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
早

く
到
着
し
た
た
め
に
紹
瞼
し
た
み
じ
め
さ

と
、
又
チ
ベ
ツ
ト
横
断
の
行
放
中
、
既
に

山
上
の
悪
天
候
が
観
察
さ
れ
た
と
い
ふ
事

賓
と
を
繰
返
し
逃
べ
て
置
き
た
い
。
吾
々

が
適
時
に
最
上
の
コ
ン
デ
イ
シ
ヨ
ン
に
あ

る
べ
き
こ
と
こ
れ
が
豫
測
出
来
る
機
會
で

あ
つ
た
。
私
の
意
見
で
は
着
末
の
計
蓋
を

一
九
二
六
年
の
経
験
に
基
い
て
樹
立
す
る

六 六 五 五

月 月 月 月

七 一
~五

日 日 日 日

一
九
二
二
年

一
九
二
四
年

一
九
二
三
年

こ
と
は
愚
策
で
、
こ
の
年
は
全
く
憂
則
的

な
年
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
早
く
到

着
し
早
く
作
業
を
開
始
し
す
ぎ
る
こ
と
は

登
攀
者
を
疲
勢
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
破
滅

さ
せ
る
も
の
だ
。

エ
ヴ
エ
レ
ス
ト
は
例
へ
ば
十
月
又
は
十

一
月
の
モ
ン
ス
ー
ン
後
に
試
み
る
べ
き
だ

と
い
ふ
意
見
が
現
在
相
常
支
持
さ
オし
て
居

る
。
吾
々
の
仲
間
も
多
く
が
、
こ
オじ
ら
の

月
に
は
風
が
少
い
こ
と
を
圧
々
観
察
し
て

居
り
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
峰
頂
中
の
あ
る
も
の

は
こ
の
時
分
に
登
ら
れ
も
し
た
。
明
か
な

難
貼
は
酷
寒
と
日
の
短

い
こ
と
で
あ
る

が
、
こ
れ
に
封
し
て
は
改
良
さ
れ
た
天
幕

と
防
風
衣
と
が
そ
れ
を
凌
ぐ
に
足
る
と
論

じ
ら
オし
て
居
る
。
私
は
こ
れ
ら
の
他
の
山

々
か
ら
類
推
し
て
エ
ヴ
エ
レ
ス
ト
を
論
す

る
こ
と
は
危
険
だ
と
考
へ
る
。
エ
ヴ
ェ
レ
ス

ト
は
よ
り
高
く
ユ
異
つ
た
岩
層
を
持
つ
て

居
る
か
ら
だ
。
過
去
三
二
年
間
の
経
験
に

よ
る
と
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
地
方
で
は
二
三
、

○
○
○
哄
以
上
の
雲
は
少
く
も
モ
ン
ス
ー

ン
中
は
決
し
て
通
過
出
来
な
い
こ
と
が
立

證
さ
れ
て
居
る
。
で
は
寒

い
月
に
は
果
し

て
も
つ
と
よ
い
状
態
だ
ら
う
か
、
私
は
非

常
に
疑
間
に
思
ふ
。
そ
れ
は
融
け
び
こ
と

が
な
く
、
再
凝
結
し
な
い
か
ら
、
従
つ
て

よ
り
以
上
粉
彗
で
あ
る
だ
ら
う
か
ら
だ
。

十
月
、
十
一
月
は
比
較
的
無
風
だ
か
ら
そ

の
粉
雲
が
風
に
固
め
ら
れ
て
居
る
こ
と
は

期
待
出
来
な
い
。
そ
の
上
エ
ヴ
エ
レ
ス
ト

北
面
は
金
攀
に
は
是
非
と
も
乾
燥
し
た
岩

が
必
要
な
性
質
で
、
そ
の
谷
側
に
傾
い
た

ス
ラ
ブ
の
上
の
粉
彗
は
克
服
ｔ
難
い
障
害
一

で
あ
る
。　
一
九
二
一
年
及
び
一
九
二
五
年
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の
偵
察
で
は
シ
ー
ズ
ン
遅
く
な
つ
て
後
の

山
容
を
見
て
居
る
が
、
常
に
深
雲
に
覆
は

れ
、
地
元
の
チ
ベ
ツ
ト
の
證
左
で
も
、
山

は
各
中
そ
の
ま
ゝ
の
姿
で

・、
春
の
烈
風
が

彗
を
吹
き
飛
ば
す
ま
で
憂
ら
な

い
と
い

ふ
。
私
は
思
ふ
に
、
登
攀
は
、
春
の
末
と

モ
ン
ス
ー
ン
の
襲
木
と
の
間
の
い
つ
も
の

短
い
期
間
を
狙
つ
て
、
モ
ン
ス
ー
ン
の
到

来
の
遅
れ
る
季
節
に
巡
り
合
ふ
こ
と
を
願

ひ
な
が
ら
行
ふ
こ
と
に
努
力
を
績
け
ね
ば

な
ら
ぬ
だ
ら
う
。

吾
々
の
作
戦
中
次
の
二
つ
の
貼
が

一
段

．の
熟
考
を
要
す
る
。

一
つ
は
ノ
ー
ス
コ
ル

よ
り
上
方
に
設
け
ら
れ
る
べ
き
キ
ヤ
ン
プ

の
数
で
あ
り
、
他
は
そ
れ
ら
の
高
所
キ
ャ

ン
プ
か
ら
ポ
ー
タ
ー
逹
を
附
添
ひ
な
し
に

下
山
せ
し
め
る
か
ど
う
か
の
問
題

で
あ

る
。
そ
し
て
あ
る
程
度
一ま
で
こ
の
二
つ
の

問
題
は
お
互
ひ
に
開
聯
を
持
つ
て
居
る
こ

と
だ
。
こ
の
雨
問
題
と
も
二
月
ガ
ン
ト
ツ

ク
に
於
け
る
除
員
會
議
で
徹
底
的
に
論
議

さ
れ
た
の
・で
あ
る
。

ノ
ー
ス
コ
ル
以
上
に
三
ケ
所
の
キ
ヤ
ン

一
プ
を
設
け
る
こ
と
の
利
貼
は
、
ま
づ
第

一

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

‐

一
に
登
攀
者
も
ポ
ー
タ
ー
も
キ
ヤ
ン
プ
相
互

一間
の
運
搬
が
短
く
て
済
む
こ
と
、
次
に
恐

一一
ら
く
フ
ア
ー
ス
ト
・
ス
テ
ツ
プ
直
下
に
、

一或
ひ
は
更
に
適
常
な
場
所
が
見
付
か
れ
ば

一
も
つ
と
高
所
に
最
高
キ
ヤ
ン
プ
を
設
け
る

好
機
會
に
恵
ま
れ
る
こ
と
、
第
二
に
は
附

添
な
し
で
下
降
す
る
ポ
ー
タ
ー
逹
が
短
距

離
を
下
れ
ば
よ
く
な
り
、
降
路
の
見
透
し

が
き
ゝ
、
突
装
の
暴
風
に
見
舞
れ
て
も
避

難
所
を
得
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
反
封
に

不
利
な
難
を
攀
げ
る
と
、
よ
り
多
く
の
人

数
が
高
所
へ
登
ら
ね
ば
な
ら
な
く
な
り
、

そ
の
た
め
に
餘
分
の
装
備
や
食
料
を
運
び

上
げ
ね
ば
な
ら
す
、
ま
た
登
攀
隊
員
は
よ

り
長
い
期
間
山
上
に
留
ま
る
こ
と
を
餘
議

な
く
さ
れ
、
常
に
危
険
に
曝
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
そ
の
結
果

一
行
の
健
康
が
衰
ヽ

る
こ
と
に
な
る
。

ポ
ー
タ
ー
に
開
し
て
は
、

一
九
二
三
年

以
来
、
彼
等
が
二
五
、
七
〇
〇
奥
の
第
五

キ
ヤ
ン
プ
か
ら
二
七
、
四
〇
〇
哄
ま
で
荷

を
運
び
上
げ
る
力
を
完
全
に
有
し
て
居
る

こ
と
が
剣
つ
た
。
こ
の
際
彼
等
を
リ
ー
ド

し
た
登
攀
者
の
考
へ
で
は
彼
等
は
フ
ア
ー

ス
ト
・
ス
テ
ツ
プ
直
下
の
二
七
、
八
〇
〇

奥
ま
で
頑
張
れ
る
だ
ら
う
と
云
ふ
こ
と
で

ぁ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
非
常
に
長

い
運
搬
に
な
る
。

一
九
二
六
年
に
も
除
員

は
彼
等
の
能
力
に
信
頼
し
た
。
要
す
る
に

彼
等
は
二
日
に
渡
つ
て
比
較
的
短
い
運
搬

を
行
っ
て
、
そ
の
間
酷
寒
と
不
楡
快
の
一

夜
を
過
す
よ
り
は
、
む
し
ろ
一
日
で
非
常

に
長
い
運
搬
を
や
る
方
を
好

む

の
で
あ

る
。
果
し
て
彼
等
は
フ
ア
ー
ス
ト
・
ス
テ

ッ
プ
か
ら
単
獨
で
降
り
て
来
ら
れ
る
と
信

頼
し
て
よ
い
か
ど
う
か
。
ア
ン
・
タ
ル
キ

ー
や
リ
ン
ツ
イ
ン
の
や
う
な
男
は
充
分
出

来
る
と
シ
プ
ト
ン
は
考
へ
て
居
る
。
第
五

キ
ヤ
ン
プ
か
ら
下
、
及
び
北
山
稜
の
ノ
ル

ト
ン
の
奮
第
六
キ
ヤ
ン
プ
か
ら
下
に
は
非

常
な
難
場
と
い
ふ
の
は
な
い
。
が
し
か
し

一
九
二
三
年
度
の
第
六
キ
ヤ
ン
プ
ヘ
、
ま

た
は
フ
ア
ー
ス
ト
・
ス
テ
ツ
プ
ヘ
直
接
行

く
ル
ー
ト
は
そ
れ
程
簡
単
な
も
の
で
は
な

く
殊
に
悪
天
候
の
場
合
に
は
簡
更

で
あ

る
。
あ
の
一
九
二
三
年
の
わ
が

「
タ
イ
ガ

―
」
逹
す
べ
て
が
、
も
し
ロ
ン
グ
ラ
ン
ド

が
居
合
せ
な
か
つ
た
ら
果
し
て
無
事
に
下

降
出
来
た
ら
う
か
。

結
局
私
は
簡
単
と
ス
ピ
ー
ド
と
を
年
ぶ

上
か
ら
、
従
来
の
ニ
キ
ヤ
ン
プ
案
に
戻
る

べ
き
で
あ
り
、
ま
た
わ
れ
ら
の
ポ
ー
タ
ー

逹
を
安
全
に
護
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
廣

大
な
義
務
か
ら
、
少
く
と
も
第
五
キ
ヤ
ン

プ
迄
は
下
降
に
際
し
て
登
攀
隊
員

一
名
が

附
添
ふ
べ
き
で
あ
る
と
い
ふ
結
論
に
到
逹

せ
ず
に
は
居
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

（
次
脱
完
結
）

一
九
三
三
年
の
攻
撃
く一Ｄ

―

ヱ
ヴ

ェ
レ

ス
ト
ー

Ｒ
Ｏ
”
●
Ｐづ

砂
いた
こ
　
一よ
ｈソ

吉

　

澤

　

生

夜
が
明
け
た
時
、
空
は
す
つ
か
り
舞
れ

渡
つ
て
ゐ
た
。
前
夜
吾
々
は
朝
の
五
時
に

出
資
す
る
事
に
決
め
て
居
た
の
で
あ
る
が

風
が
出
て
寒
さ
が
厳
し
く
連
も
そ
ん
な
事

は
不
可
能
で
あ
つ
た
。
偶
令
寒
氣
に
は
抗

し
得
て
も
こ
の
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
の
上
に
あ

つ
て
風
と
い
ふ
も
の
に
出
ら
れ
た
の
で
は

萬
事
休
す
で
あ
る
。

此
の
接
配
で
は
連
も
前
進
な
ど
は
覺
束

な
い
と
思
つ
て
ゐ
た
所

一
時
間
程
過
ぎ
る

と
急
に
風
が
凪
い
で
四
邊
は
全
く
静
ま
り

返
つ
て
了
つ
た
。
―
吹
い
て
木
な
い
―
晋

々
は
耳
を
傾
け
て
再
び
張
風
の
吹
き
捲
く

る
の
を
豫
期
し
て
ゐ
た
。
が
静
寂
は
そ
の

性
績
い
て
ゐ
た
。

朝
食
を
掃
つ
て
吾
々
は
ス
リ
ー
ビ
ン
グ

パ
ッ
グ
の
中
か
ら
次
第
に
脆
け
出
し
や
っ

と
の
思
ひ
で
ウ
イ
ン
ド
プ
ル
ー
フ
を
身
に

つ
け
た
が
全
く
息
は
切
れ
る
し
苦
勢
な
仕

事
で
あ
つ
た
。

吾
々
の
靴
は
宛
で
岩
を
彫
刻
し
て
作
つ

た
様
に
硬
く
な
つ
て
了
ひ
内
部
は
足
の
漏

氣
が
凍
つ
て
ギ
ラ
ノ
ヽ
と
光
つ
て
ゐ
だ
、

私
は
喰
燭
の
人
に
か
ざ
し
て
柔
げ
や
う
と

し
て
見
た
が
連
も
駄
目
な
の
で
無
理
矢
理

に
足
を
突
込
ん
で
了
つ
た
が
そ
れ
ま
で
に

は
剥
き
出
し
の
雨
手
を
叩
い
た
リ
ポ
ケ
ッ

ト
に
入
れ
た
り
し
て
時
々
体
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
つ
た
。

吾
々
は
有
り
つ
た
け
の
も
の
総
て
を
身

に
着
け
た
。
私
は
シ
エ
ト
ッ
ラ
ン
ド
の
肌

着
、
厚
い
フ
ラ
ン
ネ
ル
の
シ
ヤ
ツ
重
い
略

馳
の
ス
ウ
Ｆ

タ
ー
、軽
い
シ
エ
ッ
ト
ラ
ン

ド
の
プ
ル
オ
ー
ヴ
ァ
ー
六
枚
、長
い
シ
エ
ッ

ト
ラ
ン
ド
バ
ン
ツ
を
二
つ
、
フ
ラ
ン
ネ
ル

の
ズ
ボ
ン
、
最
後
に
一
番
上
に
絹
裏
附
グ

レ
ン
フ
ェ
ル
の
ウ
イ
ン
ド
プ
ル
ー
フ
、
シ

エ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
バ
ラ
ク
ラ
ヴ
ァ
と
グ
レ

ン
フ
ェ
ル
布
地
の
ヘ
ル
メ
ツ
ト
が
私
の
頭

を
護
り
、
足
に
は
シ
エ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
靴

下
四
枚
を
は
い
た
。
手
袋
は
い
つ
も
エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト
で
は
問
題
に
な
る
の
で
あ
つ
て

保
温
と
柔
軟
そ
し
て
着
に
し
つ
く
り
つ
く

と
い
ふ
種
類
の
も
の
が
工
夫
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
ふ
。
私
は
指
な
し
の
羊

毛
と
小
羊
の
皮
の
も
の
を
二
枚
用
ひ
た
が

可
な
り
保
温
に
は
役
立
つ
た
様
で
あ
る
。

食
料
は
各
自
た
ケ
ン
ダ
ル
の
薄
荷
菓
子

で
充
分
で
あ
つ
た
。
糧
食
は
も
っ
と
持
つ

べ
き
が
本
営
で
あ
つ
た
ろ
う
。
然
し
第
六

キ
ヤ
ン
プ
に
於
け
る
止
む
を
得
ざ
る
滞
在

中
に
張
め
ら
れ
た
食
料
に
封
す
る
嬢
厭
は

一
層
甚
し
い
も
の
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
さ
て
置
き
吾
々
は
軽
い
登
山
綱
を

携
行
し
其
の
他
に
私
は
い
つ
も
の
通
り
小

型
の

「
エ
チ
ュ
イ
」
ヵ
メ
ラ
を
持
つ
て
行

つ
た
。
―

フ
ィ
ル
ム
パ
ッ
ク
を
入
れ
て

約
百
五
十
匁
、
陰
蓋
の
サ
イ
ズ
は
三
吋
牟

に
二
吋
牛
で
あ
る
。

七
時
に
テ
ン
ト
か
ら
出
て
垂
れ
を
締
め

た
。
痛
ま
し
い
限
り
だ
が

エ
リ

ッ
ク
は

瞭
ら
か
に
い
つ
も
の
調
子
と
は
違
つ
て
居

た
。
テ
ン
ト
に
著
い
て
以
来
エ
リ
ッ
ク
の

構
る
食
事
あ
分
量
は
私
の
よ
り
も
す
つ
と

少
な
く
、
両
も
胃
痛
に
悩
ま
さ
れ
て
ゐ
た
。

悠
り
頼
む
と
云
は
れ
た
が
之
は
、
若
し
彼

が
私
よ
り
調
子
が
よ
け
れ
ば
私
の
方
で
云

つ
た
か
も
知
れ
な
い
言
葉
で
あ
つ
た
。

雲
の
詰
つ
た
浅
い
ガ
リ
ー
に
従
つ
て
そ

の
住
斜
め
に
登
り

黄
　
帯

を
横
切
つ
て

百
哄
許
り
は
何
の
事
も
な
く
過
ぎ
た
が

一

分
か
三
分
毎
に
呼
吸
の
苦
し
い
鶯
め
に
立

停
つ
て
喘
ぎ
乍
ら
氷
斧
の
上
に
免
れ
か
ヽ

ら
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。

ガ
リ
ー
が
蓋
き
る
と
共
虎
は
廣
大
な
岩

板
と
な
つ
て
ゐ
る
。
そ
れ
で
も
難
し
い
所

は
な
か
つ
た
。
唯
バ
ラ
ン
ス
に
注
意
し
最

も
容
易
な
ル
ー
ト
を
求
め
れ
ば
よ
か
つ
た

の
だ
。
然
し
企
性
と
し
て
の
責
帯
は
こ
ゝ

で
ス
リ
ッ
プ
を
す
れ
ば
致
命
的
な
も
の
と

な
る
傾
斜
面
で
あ
つ
た
、
殊
に
登
攀
者
に

自
分
を
停
止
せ
し
む
る
だ
け
の
力
が
残
つ

て
ゐ
な
け
れ
ば

一
層
危
険
一は
増
す
課
で
あ

る
。
幸
ひ
に
も
吾
々
の
底
の
廣
い
、
軽
く

鋲
の
打
っ
て
あ
る
靴
は
よ
ぐ
砂
岩
に
ひ
つ

か
ヽ
つ
て
英
れ
た
。
　
　
　
　
（
績
く
）





75-8

ア
ル
プ
ス
記

川
島

理

一
郎

著

緑

の
時

代

★

内
　
容

―

山
岳
に
封
す
る
啓
蒙
的
小
論
及
び
紀
行
、
随
想
ち
等
々
ｏ

★

挿
　
結

―

篤
員
８
紺

・
古
銅
版
書
２
請
ｏ
古
石
版
嵩
２
貼

〔
コ
ロ
タ
イ
プ
刷
〕

★

定
　
便

―

二
回
三
十
餞

・
選
料
十
四
餞

〔
四
六
剣

ｏ
天
金
〕

外
に
愛
蔵
版
―
菊
版
型
っ
全
部
特
漉
日
本
紙
使
用
。
著
者
署
名
入
ｏ
七
十

勝
限
定
の
内
残
部
７
部
あ
り
ｏ
頒
便
五
園
。

★

本
書
奥
付
の
機
印
は
松
方
正
義
公
の
落
款
で
す
ｏ
震
念
ｏ

文

部

省

推

薦

園
書
館
協
會
推
薦

☆

内
　
容

―

「
族
人
の
限
」
の
績
篇
ゝ
紀
行
、
随
想
．
文
献
、
等
々
。

★

挿
　
縮

―

百
〓
十
六
職

〔
藩
者
の
議
描
〕

★

定
　
便

―

ニ
ロ
三
十
餞

ｏ
選
料
十
四
餞

〔
フ
ー
ル
ス
菊
版

ｏ
天
金
〕

外
に
愛
蔵
版
―
線
羊
皮
装
、
著
者
署
名
入
、
限
定
五
十
部
の
内
残
部
１２
部
あ
り
ｏ

頒
慣
五
回
。

★

お
願
ひ

―

「
族
人
の
限
」
の
初
版
は
定
便
油
り
譲
り
う
け
ま
す
ｏ

★

普
及
版

―

「族
人
の
眼
」
「線
の
時
代
」
共
に
各
足
便

¨
日
五
十
餞

松
方
二
郎
著

薫
風
に
豪
華
の
本
を
ひ
も
と
き
ぬ

ジ
ヤ
ヴ
ェ
ル
著

　

〔兜
響

一
登
山
家
の
思
ひ
出

尾
崎
喜
八
詳

★

内

容

―

十

一
章
か
ら
成
る
山
岳
随
想
ｏ
人

間
生
活
の
高
貴
に
し
て
豊
富
な
る

牧
歌
ｏ
世
界
山
岳
人
の
聖
薔
。

★

挿

檜

‐―

コ
ロ
タ
イ
プ
刷
篤
員
８
貼

★

定

便

―

〓
口

ｏ
途
料
十
四
餞

〔
四
六
版

・
天
金
〕

外
に
愛
蔵
版
―
線
羊
皮
装
ｏ
総
和

紙
本
。
署
名
入
七
十
冊
の
内
残
部

９
部
あ
り
ｏ
頒
償
六
回
ｏ

龍

星

閣

東

京

市

芝

肛

新

橋

際

銀

替

東

京

〓

０

六

〓
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